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１１月５日（火）０９：３０～１０：１５　第２回　検数労連１９冬季一時金交渉


スト権投票結果！全ての項目において９４%以上の賛成で確立！


組合員の期待は大きい…！両協会は要求に沿った最大限の回答構築を！























　１９冬季一時金スト権確立に向けて検数労連代表者会議翌日の１０月２５日（金）～１１月１日（金）までを投票期間としてスト権集約を行った結果、左記の通り全ての


項目で９４％以上の賛成票を獲得しました。


　この結果は全国で働く組合員の大きな期待の表れとの認識のもと、中央交渉団としても両協会に対し、要求に沿った回答の構築と、諸要求




































































【１９冬季一時金交渉】





地区名�
項　目�
賛成�
反対�
白紙�
棄権�
合計�
�



全　国�
冬季一時金�
９４７�
６�
１１�
３�
９６７�
�
�
諸要求�
９３９�
３�
２２�
３�
９６７�
�
�
国民的諸課題�
９１３�
３４�
１７�
３�
９６７�
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～スト権集約結果～








～第２回一時金交渉～








　組合は基礎数字を受け取った後、次回交渉では両協会に対し、一時金に対する考え方の披歴を求めていることから、組合は次の通りの主張を行い、一時金に対する考え方への反映を求めました。


　検数労連代表者会議終了後、全組合員を対象とした


１９冬季一時金スト権投票を行った。その結果、全ての項目に於いて９４％以上の賛成票で確立した。


　この結果は、１０月からスタートした消費税増税や老後不安などの社会的要因から、生活給の補填金としての一時金に対する組合員の期待の大きさの結果と言える。


　検数を取り巻く状況は良






























































【組合主張】








　１１月５日（火）第２回検数労連１９冬季一時金交渉で、両協会より基礎数字の提示を求めました。


　一時金に関する基礎数字では、両協会ともに対象人員の平均年齢が若干ではありますが下がっていることに対して、両協会ともに定年退職者の減少している中で、中途採用や新卒採用者が増えたことによる若返りによるためとの説明を受けました。


　













































































の前進を求めて交渉を積み重ねていきます。
















































































いとは言えないが、両協会共に状況の変化に対応できなければ飯は食えない。是非とも有額回答指定日に向けて組合要求に沿った回答の構築を求める。


　１９冬季一時金スト権集約結果について、ほぼ全組合員が今冬季一時金に対しては大きな期待を寄せている。この組合員の期待の声を両協会ともに重く受け止めたうえで、要求に沿った回答を構築していただきたい。


　昨今、両協会ともに離職者が増えている中で、今冬季一時金は離職者を止める重要な一時金となる。よって、両協会で働く従業員が安心して暮らせるような一時金回答の構築を求める。













































































２０１９年度年末年始例外荷役について、１１月１日（金）に全国港湾と日港協との間で労使政策委が開催されま

















～年末年始例外荷役について～
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～交運共闘中央行動～











　安心・安全国民本位の交通政策の実現を目指す『交運共闘中央行動』が１１月７日（木）に国土交通省・厚生労働省・経済産業省前で開催されます。


　全国の仲間の皆さんにご協力いただいた『国民の安心・安全確保に反する規制緩和推進政策の中止を求める請願書』（国土交通省６０４筆・厚生労働省６０３筆・経済産業省６０５筆）については、１１月７日（木）の交運共闘中央行動で検数労連中央執行部を中心に各省庁へ直接手渡しをして訴えていきます。



























































した。


　日港協から、１０月２９日に邦船社及び外船協から、今年度の年末年始例外荷役について要請があり、労働条件については昨年同様とすることが報告及び提案され、全国港湾は、年末年始例外荷役について労働条件を昨年と同様にするとしたことから、今年度の確認書を協定しました。


　全国港湾と日港協の合意を受け、組合は第２回１９冬季一時金交渉で両協会に交渉の申し入れを行いました。本日以降、年末年始例外荷役については各企業内交渉での前進を図っていきます。


　















































































































































次回交渉


１１月２１日（木）０９：３０～　　第３回検数労連１９冬季一時金交渉。


※次回交渉では有額回答に向けた考え方の提示となります。要求に沿った回答構築に向けて、引き続き現場で働く組合員の声を両協会に訴えていきます！


　




















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


